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3 指導上困惑しきこと及び解決するための私見








































































*これはおもしろいの本です｡15. バナナは塵公 望異物です06 彼女 きれくあり
ませんO中国語学新帝卿 こよると 『形容詞の主な用途は定
語と状語にある｡ (略)定語の場合 :｢併発真壁約人｣ (きみは勇敢な人だ｡)状語
の場合 :r他胴部勤勤懇懇地畢習oJ (かれらはみな勤勉
に学習している｡)-』 (注6)形容詞が名詞を修飾する場合は形容詞の後ろに
く的)を付けるのが普通である｡例 :〈妹妹長盛重堕女生) 〈都農一本姦塾堕書) (
他是鎮艶数人)例14はおそらく中国語に影響された典型的な誤用例であろう｡つまり (


















用法は､飯豊 (1972)の 《用言的話部 (文節)に連なり､副詞的修飾語となる》(注7)に






17a襲童7 18a弄坐 (翠) 19a塁起 20a努逗
四つのうち､語順の違うものは19aだけに見えるO中国語だから逢う､と一言で納得でき
ないだろう｡よく考えると､17の (高い〉は意味上 〈結果〉となる (西尾 ･1972)0 18は
なにかのしかたによって (するの下位分類がある)変容､創造､分裂､位置の変化､抽象
的変化という意味で､ く結果〉を表すのである(注9) 020の動詞 (切る)は くしかた〉
の働きを有して､この上姓 によって髪の毛が短くなるわけである｡19の く早い〉は動詞
(起きる)その動作 ((しかた))の程度を修飾限定している働きを示していて､山田文




形容詞は動詞t:の結びつきが非常に厳密である｡ (妙 ･厳禁 ･太笑 ･去叫)というよう























｣を引用3.慣用語､連語など4 97年版の語桑総数から地名､人名､常用助詞て･に ･を ･はなど除き､実
際語嚢数は997であるO5.時枝誠記 『日本文法』
口語篇 1984 第8刷 p1646.中国語学研究全編 坤 国 学新
辞典』 昭和54年 5版 p327. 訂品詞別 ･日本文法務座 ･形
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